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は じ め に 

 

栃木県では、「栃木県人権尊重の社会づくり条例」（平成 15年４月１日施行）

や「栃木県人権施策推進基本計画（2016～2025）」に基づき、全ての県民の

人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現のため、人権尊重の

社会づくりを総合的に推進しています。 

 県教育委員会は、これらの趣旨を踏まえ、「栃木県人権教育基本方針」（平成

13年 11月６日決定）に基づき、「栃木県教育振興基本計画 2020―教育ビジ

ョンとちぎ―」の基本施策の一つに「人権尊重の精神を育む教育の充実」を位置

付け、「人権教育推進体制の充実に向けた支援」、「人権教育指導者の養成と資質・

能力の向上」、「学習内容及び方法の改善・充実と啓発の推進」に取り組んでいま

す。 

 生涯学習課では、昭和 53（1978）年度から指導資料の作成に計画的に取り

組んできました。平成９（1997）年度からは、同和教育に参加体験型学習（ワ

ークショップ）を取り入れた「社会同和教育指導資料」、人権教育に発展的に再

構築された平成 14（2002）年度からは、「人権に関する社会教育指導資料」

を作成しています。 

平成 30（2018）年は、世界人権宣言の採択 70周年を迎えました。そして、

東京 2020オリンピック・パラリンピックの開催を控え、人権尊重の社会づく

りへの気運がさらに高まっています。一方、社会の急激な変化の中で、新たな人

権問題が明らかになるとともに、日本固有の人権問題も依然として存在してい

ます。これらの社会情勢や本県の社会教育における人権教育推進上の課題を踏

まえ、今年度は、身近な社会の中にある「様々な人権問題」や個別の人権問題で

ある「子どもの人権」「同和問題」「外国人の人権」について取り上げました。こ

れらの学習プログラムは、個別に活用するだけでなく、「様々な人権問題」の学

習から個別の人権問題の学習につなげる連続講座としての活用も意図した構成

としました。また、実際の学習場面で活用可能な資料の充実を図るなど、人権教

育指導者への支援の充実に努めました。 

本資料が、社会教育をはじめ、様々な学習の場において、人権教育の推進に資

するよう活用いただければ幸いです。 

 

平成 31（2019）年 3月 

  栃木県教育委員会事務局生涯学習課長 野原 正祥  
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資 料 の 構 成 

平成 30（2018）年度の人権に関する社会教育指導資料人権ワークショッ

プ２０１８」は、県内関係各所にデジタルデータ（ＣＤ）で配布しています。 

 

  

フォルダ 内  容  収録データ数  

 本資料の説明 

・はじめに（表紙、挨拶） 

・資料の構成、資料の使い方 

・栃木県における人権教育の推進 

・参考（参考文献、編集委員、奥付） 

  

 

・資 料 
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 学習プログラム１【様々な人権問題】 

「あなたは、前に進めますか？」 

社会の中にある様々な人権問題を確認しながら、

それら当事者の現状への理解を深めることにより、

人権について継続して学ぼうとする意欲を高めま

す。 

  

 

・展 開 案  

・ワークシート 

・資 料 

・ス ラ イ ド  

 

 

1 

1 

3 

1 

 

 学習プログラム２【様々な人権問題】 

「人権が尊重された社会を目指して」 

日常生活の中で、人権が尊重されている場面や侵

害されている場面について考える活動をとおして、

人権が尊重された社会を築いていくために大切なこ

とを考えます。 

  

 

・展 開 案  

・ワークシート 

・資 料 

・ス ラ イ ド  

 

 

1 

1 

2 

1 

 

 学習プログラム３【子どもの人権 】 

「子どもだから…子どもだけど…」 

子どもへの見方や接し方を振り返り、子どもの人

権を尊重するよりよい関わり方について考えます。 

  

 

・展 開 案  

・ワークシート 

・資 料 

・ス ラ イ ド  

 

 

1 

2 

2 

1 

 学習プログラム４【同 和 問 題】 

「つくられた差別をなくすために」 

同和問題の解決のために、同和問題を正しく理解

し、自分が心掛けたいことやこれからの自分に必要

なことを考えます。 

  

 

・展 開 案  

・ワークシート 

・資   料  

・ス ラ イ ド  

 

 

1 

1 

2 

1 

 学習プログラム５【外国人の人権 】 

「考えてみよう、在日外国人の人権」 

在日外国人への理解を深め、共に住みよい社会を

実現するために、必要なことやできることについて

考えます。 

  

 

・展 開 案  

・ワークシート 

・資 料 

・ス ラ イ ド  

 

 

1 

４ 

３ 

1 

00 

01 

02 

03 

04 

05 
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資 料 の 使 い 方 

デジタルデータの活用 

学習プログラム１から５の各フォルダには、「展開案」、「ワークシート」、「資料」、「スラ

イド」のデータを収録しています。これらのデータを活用することで、資料の印刷などの

準備作業が容易になるほか、スライドデータを投影しながら学習を進めることができます。 

 

 展開案 

学習の展開や留意点などが確認で

きます。 

 ワークシート・資料 

そのまま印刷して使用できます。 

 スライド 

スライドのデータをプロジェクタ

等で投影しながら学習を進行するこ

とができます。 
 ※パソコン、プロジェクタ、スクリーン

の準備が必要です。 

 

 

 

 

連続講座のための学習プログラムの位置付け 

 「様々な人権問題」に関する学習プログラムを連続講座の第１回目に位置付け、個別の

人権問題を第２回目以降に位置付けるなどして、連続講座の内容として活用が可能です。 

 

【構成例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習プログラム１ 

【様々な人権問題】 

学習プログラム２ 

【様々な人権問題】 

学習プログラム 

３～５ 

○第１回講座 

  「様々な人権問題」の学習プ

ログラムのいずれかを選択 

 

○第２回講座以降 

個別の人権問題を扱った学

習プログラムから選択 

※過年度の指導資料も活用可 

学習のねらいや学習

者の実態に合わせて、内

容のアレンジを行うこ

とが可能です。 
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栃木県における人権教育の推進 

人権教育の取組 

栃木県教育委員会では、「栃木県人権教育基本方針」に基づき、「栃木県人権尊重 

の社会づくり条例」（平成 15 年 4 月 1 日施行）及び「栃木県人権施策推進基本計画 

（2016～2025）」等を踏まえ、県内すべての学校すべての地域において人権教育を 

推進しています。その推進に当たっては、「栃木県教育振興基本計画 2020－教育ビジ 

ョンとちぎ－」のもと、各種施策に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県人権教育基本方針 

                                                          栃木県教育委員会 

平成１３年１１月６日決定 

平成１４年 ４月１日実施 

                                                       

   人権は、「人間の尊厳」に基づく人間固有の権利である。我が国の人権に関する現状を見る

と、性別、社会的身分又は門地等による不当な差別が今なお存在し、また、少子高齢化、国際

化、情報化等の社会の変化に伴い、人権に関する新たな課題も生じてきている。これらの課題

を早急に解決して、一人一人の人間が尊厳をもつかけがえのない存在であるという考え方が尊

重され、守られる社会を作っていくことが求められている。 

  栃木県教育委員会は、人権の共存を人権尊重の理念とし、人権教育を人権尊重の精神の涵養

を目的とする教育活動ととらえ、人権教育が、様々な人権に関する課題解決において極めて大

きな役割をもつとの認識の下に、日本国憲法並びに教育基本法の精神にのっとり、人権教育及

び人権啓発の推進に関する法律等を踏まえ、次の基本方針により人権教育を推進する。 

 

 １ すべての学校すべての地域において、人権尊重の精神の涵養を目的に、組織的、計画的に

推進されるよう、推進体制の整備・充実を図り、積極的な推進に努める。 
 

 ２ 学校教育においては、児童生徒の発達段階に即しながら、各教科等の特質に応じ、学校の

教育活動全体を通じて、人権尊重の理念について理解を促すように努める。 
  

３ 社会教育においては、生涯にわたって人権に関する多様な学習機会を提供し、人権尊重の

理念について理解を深めるように努める。 
  

４ 指導者の養成及び研修については、計画的に実施し、資質の向上に努めるとともに、その

活用を図る。 
  

５ 各実施主体は、生涯学習の観点に立って、学校教育、社会教育及び家庭教育のそれぞれの

主体性を尊重しつつ、相互の連携を図り、総合的かつ効果的な推進に努める。 
  

６ 推進に当たっては、学校や地域の実情等に応じ、人権に関する現状を正しく把握して取り

組むとともに、教育の中立性の確保に努める。 
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人権教育の目的と推進の内容 

人権とは、人間の尊厳に基づく人間固有の権利であり、社会を構成するすべての人々

が個人として生存と自由を確保し、社会において幸福な生活を営むために欠かすことの

できない権利を意味します。 

栃木県の人権教育は、すべての人々が互いの人権を尊重し、共に生きる社会を実現す

るため、人権尊重の精神の涵養を目的としています。また、推進に当たっては、教育活

動全体をとおして、「人権が尊重された雰囲気や環境に関すること」、「豊かな人間性

に関すること」、「人権意識に関すること」の三つの内容を扱うこととしています。三

つの内容は、それぞれに相互補完し合うものです。 

 

 
 

 

 

 

        
      

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳細については、「人権教育推進の手引」（栃木県教育委員

会）参照 

 
 

 

 

 

※詳細は、「平成３０年度人権教育推進の手引」（栃木県教育委員会）を参照 

 

三
つ
の
内
容 

ボランティア活動や自然

体験、交流活動など 

人権が尊重された雰囲気や環境に関すること 
 

一人一人を大切にした雰囲気や環境（言語環境、学習環境等）をつくります。 
 

【社会教育では…】 

☆ 学習者を取り巻く環境づくりをとおして、人権教育の目標達成を目指します。そのた

めに、一人一人の人権が尊重された雰囲気を醸成するとともに、学習過程そのものも人

権が尊重された環境の中で行われるよう、常に配慮します。 

人権意識に関すること 
 

人権に関する知識や技能のほか、

感性や人権感覚も含め、人権を尊 

重できる意識を高めます。 
 

 

 

【社会教育では…】 

☆ 「様々な人権問題」を扱う学

習機会を意図的・計画的に設け

ます。 

☆ 学習者のそれまでの学習状況

や人権問題に対する理解度、地

域の実情及び学級・講座等のね

らいや学習者の構成などを踏ま

え、課題を取り上げます。 

 

豊かな人間性に関すること 
 

生命を尊重する心などの倫理観、

他人を思いやる心、正義感や公正 

さを重んじる心、個性を認め合う 

心、他者との共生や異質なものへ 

の寛容性などを育てます。 
 

【社会教育では…】 

☆ 家庭、学校、地域社会の相互

連携を促進し、自然体験活動な

どの様々な体験活動の充実を図

ります。 

☆ ボランティア活動などの社会

貢献活動が推進されるよう環境

整備に努めます。 

☆ 各種の学級、講座等を通じ、

学習者同士の交流を深めます。 

人権尊重の精神の涵養 
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社会教育における人権教育 

社会教育における人権教育の実践に当たっては、幼児から高齢者までの生涯の各時期

における様々な教育活動において、人権が尊重された雰囲気や環境の中で、豊かな人間

性を育てることや人権意識を高めていくことが重要です。人権問題をテーマとした事業

に加え、すべての事業を人権の視点から見直し、公民館等の社会教育施設で実施してい

る青少年教育事業や家庭教育支援事業、高齢者対象事業等に人権教育推進の三つの内容

を適切に位置付けることや、参加者がより主体的に学ぶことができるようにすることが

求められます。 

 

 

参加体験型学習（ワークショップ）の学習方法 

社会教育における人権教育の学習方法には、「参加体験型」や「講義型」、「広報紙

型」などがあります。本資料では、「参加体験型」を取り上げています。 

参加体験型学習は、学習者の主体的な活動とコミュニケーション、気付きを大切にし

ながら、人権感覚を磨き人権意識を高める学習のことです。本県では、参加体験型学習

をワークショップと呼んでいます。 

 
  

参加体験型学習（ワークショップ）の手法を取り入れた学習を構成する三つの要素 
 

  ワークショップの学習展開計画は、統一されたコンセプト（一貫したねらい）のもと、原則と

してアイスブレーキング、メインアクティビティ（中心となる活動）、ふりかえりの三つの要素

で構成されます。 

 

                 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレーキング 

・学習をスムーズに進めるための和やかな雰囲気づくりや、学習テーマに

対する下地づくりの活動 

メインアクティビティ（中心となる活動） 

・学習者の気付きや発見を促し、学びのわかちあいや共有化を図りながら

学習を深めたり、広めたりする活動 

 

（） 

ふりかえり 

・学習者の気付きや学びを明らかにし、学習者自身の気付きや感想を皆で

わかちあい、学びを行動化しようとする意欲を高める活動 

 

 

統
一
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト 

導 

 

入 

展 

 

開 

ま

と

め 
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ファシリテーターの役割 

参加体験型学習を進行する人を、本資料では「ファシリテーター」と呼んでいます。

ファシリテーターは、「促進者」という意味です。和やかな雰囲気づくり、学習者同士

のコミュニケーションの支援、気付きから行動につなげるための声かけなど、ねらいの

達成に向けて学習者の活動を促進する役割を担います。 

 

学 

習 

前 

・学習者の構成やニーズを考慮する。 

・ねらいに合ったアクティビティを組

み合わせて、プログラムをつくる。 

・会場の照明、机、いす、使用する用

具等に不具合はないか確認する。 

・年齢、所属、居住地などに配慮し

て、４～６人のグループに分ける方

法を決定しておく。 

 

 

 

 

導 
 

 

入 

・アイスブレーキングをとおして学習

者の緊張をほぐし、安心して参加で

きる雰囲気をつくる。 

・学習のねらいを確認する。 

・「三つの約束」を呼びかける。 

 （「三つの約束」はＰ７参照） 

 

 

 

展 
 
 

開 

・学習者の反応や状況に応じて、内容

や時間配分の対応を柔軟に行う。 

・全体を見渡して、学習者の活動状況

を把握することに努める。 

・一人一人の発言に耳を傾け、プログ

ラムの進行に生かす。 

・正確な情報を提供する。 

 

 

  

 

 

 

 

まず、私のことをお話ししますね。私は… 

さて、ここで、「三つの約束」をお願いした

いと思います。 

 

 

この人権問題について、 

私が住んでいる地域では… 

 

初めて来たけれど、 

安心して参加できそう。 

お互いの考えを尊重 

することも大切なんだな。 

いろいろな 

考え方があるんだな。 

自分だったら… 

指定時間内で 

全員の意見が 

発表できそうだね。 

このグループの 

意見を取り上げて、 

学習のねらいに 

つなげよう。 

 

参加者を考える

と、プログラムの

内容は…。 

会場の広さを考える

と、座席の配置と 

グループ数は… 
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ふ

り

か

え

り 

・ふりかえりの時間を十分に確保す

る。 

・学習者の気付きを促し、今後の態度

や行動につなげるための声かけをす

る。 

 

 

 

学 

習 

後 

・PDCA（Ｐ lan：企画→Do：実施

→Check：評価→Action：行動）の

サイクルに沿って、プログラムの評

価改善を行う。 

・ファシリテーター自身の進行の仕方

や学習者への対応を振り返り、今後

に生かせるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○相手の意見に耳を傾けまし

ょう。自分の気持ちにも耳

を傾けてみましょう。 

○発言を批評したり、自分の

意見を押しつけたりしない

ようにしましょう。 

○一人で話しすぎないように

しましょう。 

尊 重 

互いの考えや感じ方を 

尊重しよう 

○参加者一人一人が、積極的

に参加するように心掛けま

しょう。 

○発言は、強制ではありませ

ん。聞いているだけでも十

分参加していることになり

ます。 

プログラムに 

積極的に参加しよう 

参 加 

○学習者が本音で語り合う内

容には個人情報が含まれる

場合があります。お互いに

「守秘」の約束を確認する

ことで、安心して話ができ

る環境をつくりましょう。 

参加者の個人情報は 

持ち帰らない 

守 秘 

  

 

 

 

三つの約束 
 

参加体験型学習の手法を用いた学習に

おいて、ねらいの達成のために学習者と

ファシリテーターがお互いに心掛けるこ

とです。 

・意見を押しつけない。 

・発言を強制しない。 

・個人情報を守る。  など、 

ファシリテーターも心掛けなけれ

ばならない約束事ですね。 

今日の学習では、素敵な気付きがありま

したね。ほかの人の気付きからも新たな

気付きが生まれますね。 

自分で気付くことが

行動につながるん

だね。 

 

皆さんのいろいろな

考えを聞くと、学ぶ

ことが多いなあ… 

 

この人権問題を扱うときは、

分かりやすい説明資料を準備

したほうがいいな。 

アクティビティ１の活動では、積極的

な意見交換が行われていたから、内容

や関わり方は適切だったね。 
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学 習 プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

偏見や差別のない地域社会を実現するため、社会の中にある様々な人権問題

を確認しながら、それら当事者への理解を深めることにより、人権について継

続して学ぼうとする意欲を高めます。 

 

時 間 ６0 分 人 数 １グループ４～６人 

準 備 
資料①・②・③ ワークシート 筆記用具 

学習者が一列に並んで歩くことのできるスペース 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞ 特になし 
 

１ 二人組でジャンケンをします。次々に違う人とジャンケン

を行い、5 人に勝った人から順番に１列に並ぶようにします。 

２ もう一度ジャンケンをします。今度は 5 人と「あいこ」に

なった人から順番に１列に並びます。 

３ 活動を振り返ります。 

４ 列の先頭から 5 人ずつ数え、グループに分かれ、着席しま

す。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    ４０分 

ふ  り  か  え  り 
       １０分 

 

アイスブレーキング 
        １０分 

＜アクティビティ１＞ 様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

考
え
る 

ジャンケンで並ぼう 

＜アクティビティ２＞ 

あなたは、前に進めますか？ 

＜アクティビティ３＞ 

様々な人権問題と私たち 

活動のねらい 
ジャンケンのルールを活用し、勝負にこだわらない人間関

係の良さや温かさに気付きながら、グループをつくります。 

 

様々な人権問題 

最後に列に加わった人

にインタビューし、気持

ちに共感したり、不安な

気持ちを和らげたりしま

す。 

勝負を決めるジャンケ

ンと、あいこのジャンケ

ンとの違いはあるか、何

人かに質問します。 

競争だけでは生み出せ

ない、温かなつながりを

感じる人間関係づくりの

大切さに触れながら、次

の活動につなげます。  
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活動の進め方 

〈準備〉資料①（切り取ったものを一人１枚） 資料② 

読み原稿 ワークシート 筆記用具 

 

１ 役割カードを 1 枚受け取り、内容を確認します。 

 

２ 自分の役割がどのような人で、どのように生活をして

いるのか想像します。 

 

 

３ 静かに１列に並び、活動の説明を聞きます。 

   

 

４ 読み上げられた｢状況とできごと｣にあてはまる時、一

歩前に進みます。 

 

５ 質問が終わった段階で、個々の学習者が立っている位

置を周囲と比べて確認します。 

 

 

６ グループに戻り、資料②を確認しながらワークシート

に記入後、話し合います。 

 

 

 

 

 

 

 

７ グループで話し合ったことを発表し、共有します。 

 

 

活動のねらい 
人権問題について様々な立場で物事を考えることで、

社会の中に存在する偏見や差別に気付き、人権問題への

認識を深めます。 

＜話合いのテーマ＞ 

・それぞれの役割について、感想を伝え合う。 

①どのような役割であったか。 

②前に進めたときや進めなかったときに考えたこと。 

③進むべきか、止まるべきか判断に迷った質問。 

④進み方に差が生じたことについて感じたこと。 

 いくつかの質問を投げかけ、

役割について具体的に想像でき

るようにします。 

※住居、収入、楽しみ、不安、

休日の過ごし方 など 

グループ内で、役割が重ならな

いように配ります。配られたカー

ドは、自分で持っていて、ほかの

人に見せないように伝えます。 

 最後にグループで１名、話し合

われたことの発表をお願いするこ

とを伝えます。 

どのような役割を演じていたの

か、活動中、どのようなことを感

じていたか、何名かに簡単に質問

します。 

 カードの役割を演じることは終

了であることを明確に伝えます。 

次のように説明します。「こ

れからいくつかの状況やできご

とについて読み上げます。その

内容に『はい』と答えられる人

は一歩前に進んでください。そ

うでない人はそのまま同じ位置

に留まってください。」 

役割のイメージをもてずに困っ

ている学習者には、カードを交換

してもよいことを伝えます。 

資料②から 15 個程度「状況と

できごと」を選び、それ以外は削

除しておきます。読み原稿も同様

に準備します。 

 進むことができず、差ができて

しまう状況に対し、人権尊重の視

点から感じたことや気付いたこと

をグループ内で話し合います。 
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活動の進め方 

〈準備〉資料③ ワークシート 

 

１ 様々な人権問題の内容を資料③を読みながら確認しま

す。 

２ 私たちの暮らしの中の偏見や差別について、感じてい

ることや知っていることを話し合います。 

※グループ→全体 

３ ワークシートを用いながら、学習を振り返ります。 

※個人→グループ→全体 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

※読み原稿「状況とできごと」（資料②と対応） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑲ 

⑳ 

㉑ 

わたしは、これまで生活費に困ったことはありません。 

わたしは、テレビを自由に見たり、安心して寝泊まりできたりする住居があります。 

わたしは、自分の言語、宗教、文化が尊重されていると感じています。 

わたしは、普段の生活に不安を感じていません。 

わたしは、様々な問題についてほかの人々に意見を求められます。 

わたしは、警察に呼び止められることを恐れてはいません。 

わたしは、助言や手助けが必要な時にどうすればよいかを知っています。 

わたしは、自分が差別されていると感じたことはありません。 

わたしは、必要に応じて医療を受けることができます。 

わたしは、一人で自由に移動することができます。 

わたしは、友達を自宅での夕食に招待することができます。 

わたしは、楽しい生活をし、私自身の未来について希望をもっています。 

わたしは、学習する時間があり、自分の好きな職業につけると感じています。 

わたしは、メディアによって、嫌な思いをする心配はありません。 

わたしは、国や地方の選挙に投票することができます。 

わたしは、身内や近しい人と一緒に、宗教的な行事に参加することができます。 

わたしは、大都市での全国的なセミナーに参加することができます。 

わたしは、行きたいときに映画館や劇場に行くことができます。 

わたしは、誰かに監視されているという不安をもつことはありません。 

わたしは、自分の好きな人と自由に恋愛することができます。 

わたしは、自分の住んでいる社会で自分の能力が正しく評価され、尊重されていると感じています。 

 

活動のねらい 
偏見や差別のない地域社会の実現に向け、今日の活動

や自らの行動を振り返り、これからの人権に関する学習

への意欲を高めます。 

＜ふりかえりのテーマ＞ 

① 学習を終えて気付いたことや感じたこと 

② 今後の、自分自身の人権問題との関わり方につ

いて（学びたいことや心掛けたいことなど） 

  （学びたいことや心がけたいことなど） 

アクティビティ２の役割カード

の内容と関連させながら、様々な

人権問題を紹介します。 

「思い込み」や「偏見」が差別

を生むことに触れながら、様々な

人権問題に関心をもち、正しい知

識を得るために学び続けていく

ことが大切であることを伝えま

す。 

今後、学習を予定している人権

問題、学習者に関わりの深い人権

問題など、必要に応じ、いくつか

重点を置いて紹介します。 

 学習者にとって、身近な場面

で人権問題との関わりはないか

を振り返ります。偏見や差別の

実態のみを確認するだけでなく

解消につながる意識や行動にも

注目するよう伝えます。 
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 ワークシート  

あなたは、前に進めますか？ 

 

 アクティビティ「あなたは、前に進めますか？」の感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下の点を参考にしてください。 

・前に進めたときや進めなかったときに考えたこと。 

・進むべきか、止まるべきか判断に迷った質問。 

・進み方に差が生じたことについて感じたこと。 

 

 

 

【ふりかえり】 

○今日の活動全体をとおして感じたことや考えたことを書きましょう。 
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資料① 「役割カード」 

※印刷し、切り取ってお使いください。 

 

 

参考：「人権教育のためのコンパス［羅針盤］」（ヨーロッパ評議会［企画］、福田 弘［訳］）を基に作成 

･女性
あなたは、夫から暴力を受けている32歳の
女性です。小さい子どもがいます。

あなたは、パートタイムで働きながら4歳の
子どもを一人で育てている29歳の女性で
す。

･子ども
あなたは、17歳の高校生です。父は失業中
で、母はアルバイトを２つかけもちして家計を
支えています。

あなたは16歳の少女です。両親から虐待を
受け、児童養護施設で暮らしてきました。

･高齢者
あなたは、認知症の妻と二人暮らしをしてい
る73歳の男性です。

あなたは、85歳の女性です。アパートで一人
暮らしをしています。

･障害者
あなたは、移動に車いすが必要な障害のあ
る35歳の男性です。両親と住んでいます。

あなたは、視覚障害のある33歳女性です。
夫と子どもと3人で暮らしています。

･同和問題
あなたは、同和地区出身の男性です。41歳
で、両親と住んでいます。

あなたは、同和地区出身の62歳女性です。
今は、少し離れた場所に住んでいます。

･外国人
あなたは、身の回りに危険が迫り、日本に
避難してきた32歳の難民です。難民申請を
未だに認定されません。

あなたは28歳の外国人労働者です。妻と２
児の4人家族で暮らしています。

･HIV感染者
･ハンセン病患者及び元患者

あなたは、HIVに感染している36歳男性で
す。

あなたは、60年ほど前、国の政策により強
制的に療養所に入所させられた、82歳のハ
ンセン病患者です。

･犯罪被害者とその家族
あなたは、犯罪被害にあった25歳の男性で
す。今も、精神科に通院しています。

あなたは、娘が犯罪被害にあった51歳の女
性です。加害者は未成年です。

･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる人権侵害
あなたは、インターネット上の掲示板に個人
的な情報を勝手に掲載されてしまった29歳
の女性です。

あなたは、インターネット上の掲示板に身に
覚えのない誹謗中傷の書き込みをされてし
まった18歳の男性です。

･災害に伴う人権問題
あなたは、津波で家も家族も失い、仮設住
宅で一人暮らしをしている45歳の男性です。

あなたは、農家の30歳女性です。放射能汚
染の間違った噂で売上げが激減していま
す。

･アイヌの人々
･刑を終えて出所した人

あなたは、アイヌ民族の66歳男性です。アイ
ヌ文化を保存する活動をしています。

あなたは、刑期を終えて出所した50歳の男
性です。

･性的指向・性同一性障害者
にかかわる人権問題

あなたは、身体的に女性であることに対し、
違和感を感じている19歳です。

あなたは、22歳の同性愛者です。28歳の
パートナーと一緒に生活をしています。

･ホームレス等生活困窮者に
かかわる人権問題
･北朝鮮当局による拉致問題等

あなたは、2年間ホームレス状態に陥ってい
る44歳男性です。

あなたは、北朝鮮当局に拉致され、その後
25年ぶりに日本に帰ってきた60歳の女性で
す。

･その他
あなたは、地方銀行支店長の息子で、現在
大学生です。

あなたは、小学校の校長先生です。
夫と一人息子も教員です。
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資料② 「状況とできごと」 

 

『わたしは･･･』 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑲ 

⑳ 

㉑ 

これまで生活費に困ったことはありません。 

テレビを自由に見たり、安心して寝泊まりできたりする住居があります。 

自分の言語、宗教、文化が尊重されていると感じています。 

普段の生活に不安を感じていません。 

様々な問題についてほかの人々に意見を求められます。 

警察に呼び止められることを恐れてはいません。 

助言や手助けが必要な時にどうすればよいかを知っています。 

自分が差別されていると感じたことはありません。 

必要に応じて医療を受けることができます。 

一人で自由に移動することができます。 

友達を自宅での夕食に招待することができます。 

楽しい生活をし、私自身の未来について希望をもっています。 

学習する時間があり、自分の好きな職業につけると感じています。 

メディアによって、嫌な思いをする心配はありません。 

国や地方の選挙に投票することができます。 

身内や近しい人と一緒に、宗教的な行事に参加することができます。 

大都市での全国的なセミナーに参加することができます。 

行きたいときに映画館や劇場に行くことができます。 

誰かに監視されているという不安をもつことはありません。 

自分の好きな人と自由に恋愛することができます。 

自分の住んでいる社会で、自分の能力が正しく評価され、尊重されてい

ると感じています。 

参考：「人権教育のためのコンパス［羅針盤］」（ヨーロッパ評議会［企画］、福田 弘［訳］）を基に作成 
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出典：「人権の窓（中学２年学習資料）」（栃木県教育委員会） 

資料③ 「様々な人権問題」 
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日常生活の中で、人権が尊重されている場面や侵害されている場面について

考える活動をとおして、様々な人権問題が身近に存在することに気付くととも

に、人権が尊重された社会を築いていくために大切なことを考え、行動に移し

ていこうという意欲を高めます。 

 

時 間 ７0分 人 数 １グループ３～５人 

準 備 
資料①・②  ワークシート   セロハンテープ   付箋紙２色   筆記用具 

イラストパズル（資料①を拡大し９分割したもの） 

台紙（イラストパズルを並べる大きめの紙） 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞イラストパズル 台紙 
 

１ グループの中で順番に、一人 30秒間で自己紹介をします。 

 ＜自己紹介の仕方＞ 

・初めに名前と所属などを言います。 

・残りの時間は、今日の意気込みや今の気持ち、趣味、最近食べた

おいしいもの、最近感動したことなど自由に話します。 

２ 台紙をグループの中央に置き、その上に配付されたイラストパズル

を相談しながら並べ替え、イラストを完成させます。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    ４５分 

ふ  り  か  え  り 
      20分 

 

アイスブレーキング 
      ５分 

＜アクティビティ１＞ 様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て 

考
え
る 

自己紹介、イラストパズル 

＜アクティビティ２＞ 

イラストを人権の視点で見てみよう！ 

＜アクティビティ３＞ 

これからの自分について考える 

活動のねらい 
自己紹介やイラストパズルを協力して完成させる活動をとおして、

学習に向かう温かな雰囲気をつくります。 

 

様々な人権問題 

座っている位置や

誕生月等をもとに、

最初に自己紹介をす

る人を指定すること

で、スムーズに活動

に入ることができま

す。 

参加者の実態等に

合わせて、自己紹介

のお題を指定するの

もよいでしょう。 
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活動の進め方 

＜準備＞資料①・② ワークシート  セロハンテープ  付箋紙２色 
 

１ 資料①のイラストの中で、一人一人が安心して幸せに生活して

いくために「工夫していること」や「気になること」を見つけ、

一つにつき１枚の付箋紙に書き出します。（５分程度） 

２ イラストパズルを台紙の上で間隔を広げて並べ、セロハンテー

プで簡単に留めます。書いた付箋紙を順番に１枚ずつ該当する部

分のそばに貼っていきます。グループ内で同じ部分について書い

た人がいたときは、それに続いて貼り出します。付箋紙を貼り出

す際には、その部分を選んだ理由を述べたり、自由に意見を出し

合ったりします。そして、付箋紙が全て貼り出されるか時間にな

るまで繰り返します。（１５分程度） 

３ 各グループでイラストパズルのうちの１枚を選びます。そこに

貼り出された付箋紙の意見を発表し、全体で共有します。 

４ ワークをやってみた感想や気付きをグループで話し合います。 

５ 身近に人権問題が存在することをおさえ、資料②「様々な人権

問題」とワークシートを受け取り、様々な人権問題があることを

確認します。 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞ワークシート 
 

１ 「日常生活において、一人一人が自他の人権を大切に考えて生

活していくために、私たちはどのようなことを心掛けたらよいか」

をワークシートに書きます。 

２ ワークシートに書いたことを、グループ内で発表し合います。 

３ グループ内で出された意見を、全体で発表し共有します。 

 

活動のねらい 
イラストから「工夫していること」や「気になること」を見つ

ける活動をとおして、身近に人権問題が存在することに気付くと

ともに、様々な人権問題があることを理解します。 

活動のねらい 
人権問題を他人事とせずに、一人一人が自他の人権を大切にし

て生活していくことについて考え、それを行動に移していこうと

いう意欲を高めます。 

今日の活動で気付いた

ことや感じたことを基に、

自分にできそうなこと、

心掛けたいことなどを考

えるように促します。 

ほかの人の意見を参考

にしながら自分の考えを

整理し、今後の生活に生

かせるようにします。 

イラストはいろいろな

見方があってよいので、

正解・不正解を判別しな

いようにします。 

同じ意見の付箋紙は、

重ねて貼ったり、隣に貼

ったりするように伝えま

す。                                                                         

イラストを「人権」

の視点で見て、気付い

たことを付箋紙に書き

出すよう伝えます。

「工夫していること」

と「気になること」を

書く付箋紙の色を指定

します。                                                                         

早く終わったグループ

は、ほかにも「工夫して

いること」や「気になる

こと」がないか話し合い

ます。 
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ワークシート 

人権が尊重された社会を目指して 

【A-1】 【B-1】 【C-1】 

 子ども 

 障害者 

 外国人 

 子ども 

 外国人 

 子ども 

 HIV 感染者・ハンセン病

患者及び元患者 

 アイヌの人々 

【A-2】 【B-2】 【C-2】 

 子ども 

 障害者 

 外国人 

 インターネットによる人

権侵害 

 高齢者 

 障害者 

 同和問題 

 外国人 

 北朝鮮当局による拉致問題

等 

 高齢者 

 障害者 

 

【A-3】 【B-3】 【C-3】 

 女性 

 子ども 

 障害者 

 インターネットによる人

権侵害 

 女性 

 高齢者 

 障害者 

 外国人 

 女性 

 子ども 

 高齢者 

 性的指向・性同一性障害

者にかかわる人権問題 

 その他の人権課題 

・災害に伴う人権問題  ・刑を終えて出所した人  ・犯罪被害者とその家族 

・ホームレス等生活困窮者にかかわる人権問題 

 

 

◎日常生活において、一人一人が自他の人権を大切に考えて生活していくた

めに、私たちはどのようなことを心掛けたらよいでしょうか。 
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資料① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「人権の窓（小学６年学習資料）」（栃木県教育委員会） 
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資料② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「人権の窓（高校１年学習資料）」（栃木県教育委員会）を基に作成 
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子どもは一人の人間として、大人と同様に人権が尊重されなくてはなりませ

ん。ここでは、子どもへの見方や接し方を振り返り、子どもの人権を尊重する

よりよい関わり方について考えたり、子どもの人権に対する意識を高めたりし

ます。 

 

時 間 ６0分 人 数 １グループ４～５人 

準 備 ワークシート①・② 資料①（グループ数）・資料② 筆記用具 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞ 資料① 
 

１ 簡単に自己紹介をします。（所属や名前、趣味など） 

２ カードを並び替えて、あるワードを完成させます。 

   例 き ょ う い く を う け る 

     じ ゅ う は っ さ い み ま ん 

     よ い と こ ろ を の ば す  

３ 各グループのワードを発表し合い、共有します。 

４ 各ワードに関係することは何か、グループで考えます。 

５ 発表します。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    ３５分 

ふ  り  か  え  り 
      １５分 

 

アイスブレーキング 
      １０分 

＜アクティビティ１＞ 子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

考
え
る 

どんなワード？ 

＜アクティビティ２＞ 

決めるのは大人？子ども？ 

＜アクティビティ３＞ 

考えよう子どもの人権 

活動のねらい 
子どもの権利に関するワードを完成させる活動をとお

して、子どもの人権に関しての関心を高めます。 

 

子どもの人権 

並び替えができないことも想

定して、ヒントを出せるように

しておきます。カード１枚に２

文字入れれば、難易度が下がり

ます。 

グループからの意見が出ない場

合は、ファシリテーターが「子ど

もに関係するワード」であること

を伝えます。 
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活動の進め方 

〈準備〉ワークシート① 

 

１ 子どもの立場になって親子の会話を読み、気になる部

分にアンダーラインを引きます。次に、気になった理由

を余白に書き込みます。 
 

２ アンダーラインを引いた部分とその理由をグループ

内で発表します。 
 

３ 発表をとおして、自分自身や周囲の大人の「子どもへ

の見方や接し方」について、気付いたことや感じたこと

などを話し合います。 
 

４ グループ内で出た意見について、全体で発表し合い、

共有します。 

 

 

 

活動の進め方 

〈準備〉ワークシート② 資料② 
 

１ 資料②「児童の権利に関する条約（抄訳）」を配り、

子どもの権利について確認します。 
 

２ 子どもたちの人権を尊重し、よりよく関わっていくた

めに、子どもと接する際に気を付けたいことを考え、標

語作りをします。 
 

３ グループで標語を発表し合い、活動の「ふりかえり」

をします。 

 

活動のねらい 
親子の会話の中で子どもの人権を侵害している場面

から子どもへの見方や接し方を振り返り、子どもの人権

を尊重した関わり方について考えます。 

活動のねらい 
子どもの人権を尊重した標語づくりをとおして自分

自身を振り返り、子どもとよりよい関わり方をしていこ

うとする意欲を高めます。 

 理由は、考えやすいところから

書いてよいことを伝えます。ま

た、全て書かなくてもよいことも

伝えます。 

 自分とは異なる意見であって

も、否定せずになぜそのように考

えたのか、グループ内で話し合う

よう助言します。 

子どもの人権を尊重した見方、

接し方をしているか、気付かない

うちに侵害していることはないか

振り返るように伝えます。 

第２条「差別の禁止」、第 12

条「意見を表す権利」、第 13条

「表現の自由」、第 16条「プラ

イバシー」など、子どもにも大

人と同様に人権があるととも

に、第 19 条「虐待・放任から

の保護」、第 34条「性的搾取か

らの保護」など、大人から守ら

れる権利も有することを確認し

ます。 

時間がある場合には、グループ

で代表作を決めてもらい、全体に

発表することで「ふりかえり」の

内容を共有します。 

- 21 -



ワークシート①     

決めるのは大人？子ども？ ～ある家庭での会話～ 
 

 Aさんは１６歳。友達のBさんと好きなミュージシャンの話でいつも盛り上がっています。今

度、となりの市でそのミュージシャンのコンサートがあることを知り、B さんから一緒に行こう

と誘われました。Aさんは行きたくて仕方ありません。 

そんなある夜… 

 

  
A：お母さん、今度Bちゃんと一緒にとなりの市でやるコンサートに行ってもいいでしょ？ 

 

親：子どもたちだけで行くの？お母さんは反対よ。 

 

A：えー、でもお父さんは、いつも若いうちにどんどん外を見て、いろいろな経験をしなさい

って言ってるよ。 

 

親：それは、男の子の話でしょ。あなたは女の子でしょ。何かあったらどうするの？ 

 

A：気を付けて行くから。それとスマホですぐ連絡取れるようにするから。 

 

親：でも約束守っていないわよね、スマホの。昨日、ずいぶん遅くまでスマホいじっていたで

しょ？Ｂちゃん、家の人とけんかしてるんでしょ？大丈夫なの？ 

 

A：え！？どうして知ってるの？私のスマホ見たの？･･･勝手に見るなんてひどい！ 

 

親：あなたが心配だからよ。そんなの親なんだから当然でしょ。 

 

親：それから、この前買ってきた服、あれは何？派手過ぎるでしょ。全然似合わないわ。 

 

A：ひどい。私だって好きな服を着てもいいじゃない。それに自分のお小遣いを貯めて買った

のよ。どうしてそんなこと言うの？ 

 

親：あなたを心配しているからでしょ！子どもなんだから、いくらお小遣いでも自由に使って

いいはずないでしょ。あんな服を買うんだったら、お小遣いなんかあげません。 

 

A：そんなのひどい…。何でもお母さんが決めるの？ 
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（1） 子どもの立場になって会話を読み、気になる部分にアンダーラインを引きます。次に、ど

うして気になったのか余白に理由を書き込みましょう。 

 

（2） アンダーラインを引いた部分とその理由をグループ内で発表し合いましょう。 

 

（3） 発表をとおして、自分自身や周囲の大人の「子どもへの見方や接し方」について、気付い

たことや感じたことなどを話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） グループごとに発表し、全体で共有しましょう。 

 

メ モ 

メ モ 
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ワークシート② 

考えよう子どもの人権 
 

（1） 資料「児童の権利に関する条約（抄訳）」を読み、子どもの権利について確認しましょう。 

 

 

（2） 子どもの人権を尊重し、よりよく関わっていくためのポイントを標語にしてみましょう。

難しい場合は、スローガンやキーワードなど思い付くものを書いてみましょう。 

  

 

 

 

（
例
）
ま
ず
聴
こ
う 
 

子
ど
も
の
考
え 

子
ど
も
の
思
い 
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資料① ワードカード 

※切り取ってお使いください 
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資料②     児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）抄訳 
出典：（公財）日本ユニセフ協会 抄訳（『子どもの権利条約カードブック』2018年７月より） 

 

第 1条【子どもの定義】 
１８歳になっていない人を子どもとします。 

第 2条【差別の禁止】 
すべての子どもは、みんな平等にこの条約にある権利

をもっています。子どもは、国のちがいや、男か女か、

どのようなことばを使うか、どんな宗教を信じている

か、どんな意見をもっているか、心やからだに障がい

があるかないか、お金持ちであるかないか、親がどう

いう人であるか、などによって差別されません。 

第 3条【子どもにもっともよいことを】 
子どもに関係のあることを行うときには、子どもにも

っともよいことは何かを第一に考えなければなりま

せん。 

第４条【国の義務】 
国は、この条約に書かれた権利を守るために、必要

な法律を作ったり政策を実行したりしなければなり

ません。 

第 5条【親の指導を尊重】 
親(保護者)は、子どもの発達に応じて、適切な指導を

します。国は、親の指導を尊重します。 

第 6条【生きる権利・育つ権利】 
すべての子どもは、生きる権利・育つ権利をもってい

ます。 

第 7条【名前・国籍をもつ権利】 
子どもは、生まれたらすぐに登録（出生届など）され

なければなりません。子どもは、名前や国籍をもち、

親を知り、親に育ててもらう権利をもっています。 

第 8条【名前・国籍・家族関係を守る】 
国は、子どもの名前や国籍、家族の関係がむやみにう

ばわれることのないように守らなくてはなりません。 

第 9条【親と引き離されない権利】 
子どもには、親と引き離されない権利があります。子

どもにもっともよいという理由から、引き離されるこ

とも認められますが、その場合は、親と会ったり連絡

したりすることができます。 

第 10条【別々の国にいる親と会える権利】 
国は、別々の国にいる親と子どもが会ったりいっしょ

にくらしたりするために、国を出入りできるよう配慮

します。親がちがう国に住んでいても、子どもは親と

連絡をとることができます。 

第 11条【よその国に連れさられない権利】 
国は、子どもが国の外へ連れさられたり、自分の国に

もどれなくならないようにします。 

第 12条【意見を表す権利】 
子どもは、自分に関係のあることについて自由に自

分の意見を表す権利をもっています。その意見は、

子どもの発達に応じて、じゅうぶん考慮されなけれ

ばなりません。 

第 13条【表現の自由】 
子どもは、自由な方法でいろいろな情報や考えを伝え

る権利、知る権利をもっています。 

第 14条【思想・良心・宗教の自由】 
子どもは、思想・良心・宗教の自由についての権利を

もっています。 

第 15条【結社・集会の自由】 
子どもは、ほかの人びとと一緒に団体をつくったり、

集会を行ったりする権利をもっています。 

第 16条【プライバシー・名誉は守られる】 
子どもは、自分や家族、住んでいるところ、電話や手

紙などのプライバシーが守られます。また、他人から

誇りを傷つけられない権利をもっています。 

第 17条【適切な情報の入手】 
子どもは、自分の成長に役立つ多くの情報を手に入れ

ることができます。国は、マスメディア（本・新聞・

テレビなど）が、子どものためになる情報を多く提供

するようにすすめ、子どもによくない情報から子ども

を守らなければなりません。 

第 18条【子どもの養育はまず親に責任】 
子どもを育てる責任は、まずその父母にあります。国

はその手助けをします。 

第 19条【虐待・放任からの保護】 
親（保護者）が子どもを育てている間、どんなかたち

であれ、子どもが暴力をふるわれたり、不当な扱いな

どを受けたりすることがないように、国は子どもを守

らなければなりません。 

第 20条【家庭を奪われた子どもの保護】 
家庭を奪われた子どもや、その家庭環境にとどまるこ

とが子どもにとってよくないと判断され、家庭にいる

ことができなくなった子どもは、かわりの保護者や家

庭を用意してもらうなど、国から守ってもらうことが

できます。 
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第 21条【養子縁組】 
子どもを養子にする場合には、その子どもにとって、

もっともよいことを考え、その子どもや新しい父母の

ことをしっかり調べたうえで、国や公の機関だけが養

子縁組を認めることができます。 

第 22条【難民の子ども】 
自分の国の政府からのはく害をのがれ、難民となった

子どもは、のがれた先の国で守られ、援助を受けるこ

とができます。 

 

第 23条【障がいのある子ども】 
心やからだに障がいがある子どもは、尊厳が守られ、

自立し、社会に参加しながら生活できるよう、教育や

訓練、保健サービスなどを受ける権利をもっていま

す。 

第 24条【健康・医療への権利】 
子どもは、健康でいられ、必要な医療や保健サービス

を受ける権利をもっています。 

第 25条【施設に入っている子ども】 
施設に入っている子どもは、その扱いがその子どもに

とってよいものであるかどうかを定期的に調べても

らう権利をもっています。 

第 26条【社会保障を受ける権利】 
子どもは、生活していくのにじゅうぶんなお金がない

ときには、国からお金の支給などを受ける権利をもっ

ています。 

第 27条【生活水準の確保】 
子どもは、心やからだのすこやかな成長に必要な生

活を送る権利をもっています。親（保護者）はその

ための第一の責任者ですが、親の力だけで子どもの

くらしが守れないときは、国も協力します。 

第 28条【教育を受ける権利】 
子どもは教育を受ける権利をもっています。国は、

すべての子どもが小学校に行けるようにしなければ

なりません。さらに上の学校に進みたいときには、

みんなにそのチャンスが与えられなければなりませ

ん。学校のきまりは、子どもの尊厳が守られるとい

う考え方からはずれるものであってはなりません。 

第 29条【教育の目的】 
教育は、子どもが自分のもっている能力を最大限の

ばし、人権や平和、環境を守ることなどを学ぶため

のものです。 

第 30条【少数民族・先住民の子ども】 
少数民族の子どもや、もとからその土地に住んでいる

人びとの子どもは、その民族の文化や宗教、ことばを

もつ権利をもっています。 

第 31条【休み、遊ぶ権利】 
子どもは、休んだり、遊んだり、文化芸術活動に参

加する権利をもっています 。 

第 32条【経済的搾取・有害な労働からの保護】 
子どもは、むりやり働かされたり、そのために教育

を受けられなくなったり、心やからだによくない仕

事をさせられたりしないように守られる権利をもっ

ています。 

第 33条【麻薬・覚せい剤などからの保護】 
国は、子どもが麻薬や覚せい剤などを売ったり買っ

たり、使ったりすることにまきこまれないように守

らなければなりません。 

第 34条 性的搾取からの保護 
国は、子どもが児童ポルノや児童買春などに利用さ

れたり、性的な虐待を受けたりすることのないよう

に守らなければなりません。 

第 35条【誘拐・売買からの保護】 
国は、子どもが誘拐されたり、売り買いされたりす

ることのないように守らなければなりません。 

 

第 36条【あらゆる搾取からの保護】 
国は、どんなかたちでも、子どもの幸せをうばって利

益を得るようなことから子どもを守らなければなり

ません。 

第 37条【拷問・死刑の禁止】 
どんな子どもに対しても、拷問や人間的でないなど

の扱いをしてはなりません。また、子どもを死刑に

したり、死ぬまで刑務所に入れたりすることは許さ

れません。もし、罪を犯してたいほされても、尊厳

が守られ年れいにあった扱いを受ける権利をもって

います。 

第 38条【戦争からの保護】 
国は、15歳にならない子どもを軍隊に参加させない

ようにします。また、戦争にまきこまれた子どもを

守るために、できることはすべてしなければなりま

せん。 

第 39条【被害にあった子どもを守る】 
虐待、人間的でない扱い、戦争などの被害にあった子

どもは、心やからだの傷をなおし、社会にもどれるよ

うに支援を受けることができます。 

第 40条【子どもに関する司法】 
罪を犯したとされた子どもは、ほかの人の人権の大

切さを学び、社会にもどったとき自分自身の役割を

しっかり果たせるようになることを考えて、扱われ

る権利をもっています。 
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同和問題の解決のために、同和問題を正しく理解し、自分が心掛けたいこと

やこれからの自分に必要なことを考えます。 

 

時 間 ７0分 人 数 １グループ４～５人 

準 備 
ワークシート 資料① 筆記用具 

映像資料（法務省委託人権啓発教材「同和問題～未来に向けて～」） 

 

 

 

 

 

 
 

活動の進め方 

＜準備＞なし 

１ 「ファシリテーター」対「学習者」でジャンケンをします。

ファシリテーターが「ジャンケン ぽん」の声の後に、「グー」・

「チョキ」・「パー」のいずれかを先に示します。間を置いて、

学習者は「ぽん」の声を出し、「グー」・「チョキ」・「パー」

のいずれかを後出しで示します。 

２ 最初は学習者が勝つようにジャンケンをします。 

３ 次に、学習者が負けるようにジャンケンをします。 

４ 自己紹介（所属、名前など）と共に、後出しジャンケンの感

想を発表します。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    ５０分 

ふ  り  か  え  り 
      １０分 

 

アイスブレーキング 
      １０分 

＜アクティビティ１＞ 同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
る 

後出しジャンケン 

＜アクティビティ２＞ 

同和問題についての理解を深める 

＜アクティビティ３＞ 

同和問題の解決を目指して 

活動のねらい 
「勝つ」ことを前提としない活動の難しさを経験すること

で、私たちの言動は生活習慣に大きな影響を受けていること

や、多様な立場で考えることの大切さに気付きます。 

 

同 和 問 題 

後出しジャンケンを行

ってみて、「『勝つ場合』

と『負ける場合』のどち

らがやりづらかったか、

それはなぜだと思うか」

質問します。言葉かけに

より、活動のねらいとす

る気付きを促します。 

 慣れてきたら、学習者が

後出しするタイミングを早

めます。 

- 28 -



 

 

活動の進め方 

〈準備〉ワークシート 資料① 

映像資料…法務省委託人権啓発教材 

「同和問題～未来に向けて～」 

１ 同和問題の理解は、どのくらいの位置に当てはまると思う

か、目盛り上に矢印を書いて自己評価をします。 

 

理解 ○低                      ○高  

          

 

 

２ 「あらすじ」と「視聴時の視点」を確認してから、映像資料

「同和問題～未来に向けて～」を視聴します。（映像１９分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動のねらい 
映像の視聴をとおして、同和問題の正しい理解を深めます。 

【ファシリテーターの声かけの例】 

○同和問題の概要 

ここで、「同和問題～未来に向けて～」の映像を見

て、同和問題について理解を深めたいと思います。 

○あらすじ 

  映像には、「奈々子」、「奈々子の両親」、「公平」が

登場人物として描かれています。 

 奈々子は、結婚を前提に交際している公平を両親に

紹介しました。両親は公平の人柄を気に入りますが、

公平の出身地が同和地区ではないかという疑いをも

ち、身元調査を行おうと考えます。 

 奈々子は、同和問題について調べ、正しい理解が大

切であることを両親に伝えます。両親も、奈々子に言

われたことを真摯に受け止め、同和問題に対して真剣

に向き合い始めます。 

○視聴時の視点 

  映像の視聴をとおして、 

・現在も続く同和問題とは何か。 

・同和問題の解決のために必要なことは何か。 

これらのことを確認し、考えていただきたいと思い

ます。 

視聴前に、映像のあらす

じと視聴時の視点を伝えま

す。 

同和問題について、学

習者が自分の理解度を自

己評価することで学習へ

の意識付けを図ります。 

また、「ふりかえり」

の活動における自己の変

容への気付きにつなげま

す。 

自己評価の結果発表

（グループ内や全体での

共有）は行いません。 

次の内容は、映像の中

で取り上げられていま

す。 

 

【同和問題の歴史】 

・同和問題のはじまり 

・解放令 

・水平社運動 

・日本国憲法 

・同和対策事業特別措置

法 

【現在も残る差別意識】 

・部落地名総監事件 

・就職差別 

・結婚差別 

・インターネットを悪用

した差別 
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３ 映像に登場する人物の立場で同和問題を考え、意見交換を

します。 

 ・あなたが奈々子の両親の立場だったら、どんな態度で奈々子

に接しますか。 

・あなたの交際相手や結婚相手が、もし同和地区出身というこ

とが分かったら、どんなことを思いますか。 

 

４ 同和問題についての説明を聞きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 

〈準備〉ワークシート 

１ 学習を終えて、同和問題の理解はどのくらいの位置に当て

はまると思うか、目盛り上に矢印を書いて自己評価をします。 

 （アクティビティ２と同じ目盛り上に追記します） 

 

理解 ○低                      ○高  

          

 

２ 同和問題の解決に向けた取組を考えます。 

 ・心掛けたいこと、必要だと思うことなど。 

 

活動のねらい 
同和問題の解決のために、自分が心掛けたいことやこれか

らの自分に必要なことを考えます。 
学習者がワークシート

に記入したふりかえりの

内容を把握します。人権

尊重につながる意見を意

図的に取り上げて全体共

有とし、明るい展望で学

習が終わるようにまとめ

ます。 

学習者の状況によって

は、映像資料中の言葉を

用いて、ファシリテータ

ーが声かけをしてまとめ

る方法も考えられます。 

【映像中の言葉】 

差別は、自然にあった

ものではなく、人間の手

によってつくられたも

の。人間の手によってつ

くられた差別であれば、

人間の努力によって解決

するはず。 

【説明内容】 

○同和問題とは何か 

○今なお残る心理的差別 

・結婚問題 

・就職問題 

・インターネット上での差別 

・寝た子を起こすな論 

○部落差別の解消の推進に関する法律 

資料①に説明の例を示

してあります。 

説明内容は学習者の実

態に応じて決定します。 

 学習者の気付きや話合

いの内容に配慮して、意

見の全体共有は行いませ

ん。 

ファシリテーターは、

学習者の発言内容を把握

するように努めます。 

正しくないことと理解

していても、感情や周囲

の状況などから、差別的

意識をもってしまうとい

う意見があることが予想

されます。 

学習者の意見を尊重し

つつ、意図的な誹謗中傷

の意見が見られた場合

は、「人権を学習する場」

であることを伝え、再考

を促します。 
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ワークシート 

つくられた差別をなくすために 

○自己評価 

同和問題の理解度は、どのくらいの位置だと思いますか。 

 

理解 ○低                                     ○高  

          

 

 

○同和問題の解決を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

つくられた差別をなくすために 

○自己評価 

同和問題の理解度は、どのくらいの位置だと思いますか。 

 

理解 ○低                                     ○高  

          

 

 

○同和問題の解決を目指して 
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資料①   同和問題についての説明の例【ファシリテーター読み原稿】 

 

 内   容 

同
和
問
題
と
は
何
か 

○同和問題とは、「同和地区」「被差別部落」「部落」と呼ばれる、差別を被っている特定の地

域出身であることや、そこに住んでいることを理由に、結婚や就職その他日常の生活の上で

様々な差別を受けるという、日本固有の人権問題です。 

○同和問題は、何世紀も前から形成されてきた差別意識が、今なお根強く残っていることで、様々

な形の差別となって現れている基本的人権の尊重に反する重大な人権問題です。 

○差別の解消のために、厳しい差別に負けず立ち上がった人々の努力や、国の取組が行われてき

ました。 

○しかし、人々の考え方や意識に深く潜り込み、言葉、文字、そして行為として表面に現れる差

別である「心理的差別」が依然として根深く残っています。 

 

今
も
な
お
残
る
心
理
的
差
別 

○例えば、結婚問題として、 

身内の結婚相手が同和地区出身であると分かると、親戚等が結婚を反対するということが現

実に起きています。 

○また、就職問題として、 

企業等が、応募者の本籍地などを把握する事例があり、これらは同和問題に基づく就職差別

につながるおそれがあります。 

○さらに最近では、インターネット上での誹謗中傷として、 

インターネット上に同和地区を特定するような情報や差別的感情をあおるような内容が書

き込まれるといった問題も起きています。 

○ここで、「寝た子を起こすな」論について説明します。 

「寝た子を起こすな」論とは、 

 同和問題については、そっとしておけば知っている人も少なくなり、差別も自然になくなる

という考え方です。 

 しかし、明治 5（1872）年に差別的な身分制度が廃止されてから１４０年以上経った現在、

解決されているはずの同和問題がなくなっていません。それどころか、インターネット上での

新たな手段での差別も起きています。 

○同和問題に限らず「知らない」ということは、誤った偏見を持ちやすいと言えます。そっとし

ておくことは、結果的に差別を温存させることになってしまうのです。 

法
律
の
制
定
・
施
行 

○こうした状況を受け、部落差別のない社会を実現することを目的とした、「部落差別の解消の

推進に関する法律」（部落差別解消推進法）が平成 28（2016）年に制定・施行されました。

差別の解消に向けた取組は今も継続されています。 

 

 
参考：「同和問題の解決をめざして」（栃木県） 

     「人権について考える～人権って何だろう？～」（栃木県） 

「人権の窓（小学６年学習資料、中学２年学習資料、高校１年学習資料）」（栃木県教育委員会）を基に作成  
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資料②            映像資料の準備について 

 

映像資料の貸出し 

法務省委託人権啓発教材「同和問題～未来に向けて～」の映像が収録されたＤＶＤは、栃木県庁や

県内の法務局で借用が可能です。 

また、映像は、動画共有サイト YouTube の「法務省チャンネル」及び「人権チャンネル」で視

聴が可能です。 

○ 法務省チャンネル https://www.youtube.com/MOJchannel 

○ 人権チャンネル  https://www.youtube.com/jinkenchannel 

○ ＤＶＤ貸出しの連絡先 

連絡先 住所 電話番号 

公益財団法人 

人権教育啓発推進センター 

（人権ライブラリー） 

東京都港区芝大門 2-10-12 03-5777-1802 

栃木県人権・青少年男女参画課 

        人権施策推進室 

宇都宮市塙田 1-1-20 028-623-3027 

宇都宮地方法務局人権擁護課 宇都宮市小幡 2-1-11 028-623-0925 

宇都宮地方法務局日光支局   日光市今市本町 20-3 0288-21-0309 

宇都宮地方法務局真岡支局  真岡市荒町 5176-3 0285-82-2279 

宇都宮地方法務局大田原支局 大田原市本町１-2695-109 0287-23-1155 

宇都宮地方法務局栃木支局  栃木市片柳町 1-22-25 0282-22-1068 

宇都宮地方法務局足利支局  足利市相生町 1-12 0284-42-8101 

 

映像資料の参考 

平成 26年度法務省委託人権啓発教材「同和問題～未来に向けて～」活用の手引き 
（http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken96.html） 

【内容】 

・同和問題とは 

・ドラマあらすじ 

・第二次世界大戦までの部落差別 

・戦後の高度経済成長と同和対策事業特別措置法の施行 

・特別措置法の時代 

 

・同和問題の現状と課題 

・未来に向けて 

・研修の展開例 

・板書例 

・ワークシート 

 

法務省ホームページ「同和問題（部落差別）に関する正しい理解を深めましょう」 
（http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00127.html） 

【内容】 

 同和問題とは 

 法務省の人権擁護機関による取組内容 

 同和問題（部落差別）に関する人権侵犯事件例 

 各種資料・関連リンク先 

■啓発ビデオ 

・人権アーカイブシリーズ「同和問題～過去からの証言，未来への提言～」 

・人権アーカイブシリーズ「同和問題～未来に向けて～」 

■啓発リーフレット 

・「改めて同和問題（部落差別）について考えてみませんか」 

・「部落差別の解消の推進に関する法律」が平成 28年 12月 16日から施行されました 

■人権相談窓口 

■インターネットを悪用した人権侵害について 

■部落差別の解消の推進に関する法律（平成 28年法律第 109号） 
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在日外国人への理解を深め、共に住みよい社会を実現するために、必要なこ

とやできることについて考えます。 

 

時 間 ８0 分 人 数 １グループ４～６人 

準 備 ワークシート①・②・③   資料①・②   筆記用具 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方 
＜準備＞ ワークシート① 資料① 

１ 栃木県には現在、何人ぐらいの外国人が住んでいるかを考えます。 

 ３択クイズ：①4,000 人 ②40,000 人 ③400,000 人 

（正解②：壬生町の人口とほぼ同じ） 

２ ワークシート①を受け取り、空欄に入る国の名前を考え、栃木

県に在住する外国人の状況についてより詳しく知ります。 

３ 自分が住んでいる地域にいる外国人の様子についてグループで

意見交換をします。 

  ・外国人と関わってすごいと思ったこと、うれしかったこと 

・カルチャーショックを受けたこと 

・外国人が日本に住んでいて困っていることはないか など 

４ 資料①を受け取り、日本に在住する外国人について、人権上問題

だと思われていることを確認します。 

                  
 
                   
                
 
  

 
 
 
 

                 

メインアクティビティ
 

    40分 

ふ  り  か  え  り 
      20 分 

 

アイスブレーキング 
      2０分 

＜アクティビティ１＞ 外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

考
え
る 

栃木県に住む外国人について知ろう！ 

＜アクティビティ２＞ 

「九つの解決策ランキング」をしてみよう  

＜アクティビティ３＞ 

共に暮らす仲間として 

活動のねらい 
栃木県に在住する外国人の現状について、クイズなどをとおして

楽しく知り、外国人との関わりについて関心を高めます。 

 

外国人の人権 

 ファシリテーター

からも、意見交換の

視点を投げかけ、学

習のねらいに沿うよ

うな話合いになるよ

うにします。 

 「外国人」というだ

けで誤った考えや先

入観があることに気

付き、考えを深めるよ

うに促します。 
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活動の進め方 

＜準備＞ ワークシート② 
 

１ ワークシート②を受け取り、「九つの解決策」を順位

付けする方法を聞きます。 

２ 各自で考えワークシートに記号を記入します。 

３ 各自の考えをグループで発表し合いながらグループと

しての考えをまとめます（ワークシート③）。 

４ グループで話し合った内容を全体の場で発表します。 

 

 

 

活動の進め方 

＜準備＞ 資料②（片面版または両面版） 
 

１ 資料②の人権作文「だれもが笑顔でいられるように」

を読み、感想を話し合います。 

２ 外国人と日本人が、互いの違いを認め合い、共に住み

よい社会を実現するために必要なことを話し合います。 

・外国人がどんなことで困っていたか。 

・共に住みよい社会を実現するためには、自分に何がで

きるか。  

 

活動のねらい 
日本人と外国人が共に尊重し合いながら生活するた

めに、住民がどんなことをしていったらよいか話し合う

ことで、外国人との共生について考えます。 

活動のねらい 
人権作文を読み、日本人と外国人が、互いの違いを認

め合い、共に住みよい社会を実現するために、必要なこ

とやできることについて考えます。 

 個人として実現可能かどうか

に縛られずに、自治会として優先

して取り組むとよいと思うこと

を考えるように促します。 

特に、上位三つの項目について

は、どうしてそのように思ったの

かを発表してもらいます。そのた

め、グループで意見をまとめてお

くように助言します。 

多文化の共生という視点をも

ち、互いに尊重し合うため大切

なことを考えてもらいます。そ

のため、「自治会としての立場」

で考えたことから、「自分ででき

ること」に考えを発展させ、より

実践につなげられるように助言

します。 

・日本人と外国人が尊重し合いながら生活するための

九つの解決策を、自治会としてどれに優先して取り組む

とよいかと考え、ダイヤモンドの形に並べ替えてみてく

ださい。 
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ワークシート①     栃木県の外国人登録者数のグラフ 

 

 

 平成９（１９９７）年 平成２９（２０１７）年 

順位 国籍 人数（人） 人数（人） 

１ （ あ     ） ３，３２２ ６，６１８ 

２ （ い     ） １，８７０ ５，２４６ 

３ ベ ト ナ ム ２０１ ４，５４６ 

４ ブ ラ ジ ル ８，９４９ ４，１４０ 

５ ペ ル ー ３，１７１ ３，０８０ 

６ ネ パ ー ル ２０ ２，４９３ 

７ 韓 国 ２，９５４ ２，３３９ 

 
合 計 ２４，５８１ ３８，８４３ 

栃木県全体の人口 １，９７４，０３３ １，９６１，７６６ 

＊栃木県在住の外国籍の方の人数は、ここ５年間で９，０００人以上増えました。県の人口に占める

割合は約２％になります。また、県内に存在する外国人の国籍・地域数は１１２か国に上ります。 

 

参考：「栃木県外国人住民数現況調査」（栃木県産業労働観光部国際課）を基に作成 

（あ）

6618

（い）

5246

ベトナム

4546

ブラジル, 4140
ペルー, 3080

ネパール, 2493

韓国, 2339

その他, 10381

栃木県の国籍別の外国人住民割合【平成29(2017）年12月31日現在】

（人）

 26％ 

17％ 

14％ 

12％ 

11％ 8％ 

6％ 

6％ 
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ワークシート①     栃木県の外国人登録者数のグラフ       ＝解答＝ 

 

 

 平成９（１９９７）年 平成２９（２０１７）年 

順位 国籍 人数（人） 人数（人） 

１ 中 国 ３，３２２ ６，６１８ 

２ フ ィ リ ピ ン １，８７０ ５，２４６ 

３ ベ ト ナ ム ２０１ ４，５４６ 

４ ブ ラ ジ ル ８，９４９ ４，１４０ 

５ ペ ル ー ３，１７１ ３，０８０ 

６ ネ パ ー ル ２０ ２，４９３ 

７ 韓 国 ２，９５４ ２，３３９ 

 
合 計 ２４，５８１ ３８，８４３ 

栃木県全体の人口 １，９７４，０３３ １，９６１，７６６ 

＊外国人の住民を国籍別にみると、中国籍の方は２０年間で約２倍に、フィリピン国籍の方は 

約２．８倍、ベトナム国籍の方は、２０倍以上に増加しています。市町によって、住んでいる方の

国籍の割合には偏りがあります。 

参考：「栃木県外国人住民数現況調査」（栃木県産業労働観光部国際課）を基に作成 

中国

6618

フィリピン

5246

ベトナム

4546

ブラジル, 4140
ペルー, 3080

ネパール, 2493

韓国, 2339

その他, 10381

栃木県の国籍別の外国人住民割合【平成29(2017)年12月31日現在】

 26％ 

17％ 

14％ 

12％ 

11％ 8％ 

6％ 

6％ 

（人） 

- 37 -



ワークシート②  

「九つの解決策ランキング」をしてみよう 
 
 ある自治会では、外国人居住者が多く、生活上のトラブルが心配されていました。そこで、自治会は、

日本人と外国人が共に尊重し合いながら生活するためにできそうなことを話し合い、先日の会議で 

「九つの解決策」を提案しました。あなたは、自治会としてどの提案を優先して取り組むとよいと思い

ますか？ 
 

１ 自治会として優先して取り組むとよいと思う順に、下の提案をダイヤモンドの形に並べてください。 

 

   高 

 

 

 

 

 

 優 

 

 先 

 

 順 

 

 位 

    

 

 

 

 

   低 

 

九つの解決策 

Ａ 外国人向けの日本語教

室、日本人向けの外国

語教室を開き合う。 

Ｂ ゴミ出しのルールを絵

入りにしたり、外国語

表記を加えたりして誰

にでも分かりやすくす

る。 

Ｃ 地域イベント（祭り等）

に外国人の子どもの参

加を促し、一緒に親も

参加してもらい交流を

する。 

Ｄ 地域に住む外国人家庭

の子どもの学力を保障

するため、学習会を開

く。 

Ｅ 身近に住んでいる外国

人に、積極的にあいさ

つや声かけをする。 

Ｆ 地域に住む外国人を講

師にして、母国の料理

教室を開く。 

Ｇ  住民同士の会議の際

に、行政や支援団体に

通訳を派遣してもらう

ようにする。 

Ｈ 地域の回覧や広報紙を

工夫し、外国人も読め

るようふりがなを付け

たり、外国語版を作成

したりする。  

Ｉ 地域に住む外国人と協

力し、イベント（文化

祭等）で国の様子がわ

かるコーナーを開設す

る。 

 

２ 各自の考えを発表し合いながら、グループとしての考えをまとめましょう。（別紙ワークシート③） 

１(   ) 
（  ）の中には、下の提案

の記号を記入します。 

２(   ) ２(   ) 

3(   ) 3(   ) 3(   ) 

4(   ) 4(   ) 

5(   ) 
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ワークシート③  

「九つの解決策ランキング」をしてみよう 

１ グループで「九つの解決策」を話し合いましょう。それらのうち、上位三つの提案を決めましょう。 

 

高 

 

  

 

優 

 

先 

 

順 

 

位 

 

 

 

 

 

低 

 

＊提案「九つの解決策」の記号とキーワード 

Ａ 日本語教室・ 
外国語教室 

Ｂ ルールを絵入り・
外国語表記に 

Ｃ  子どもの参加
で、親とも交流 

Ｄ 子どもの学習会

を開く 
Ｅ 積極的にあいさ

つや声かけ 
Ｆ 母国の料理 

教室 

Ｇ 通訳を派遣 

依頼 
Ｈ 回覧や広報紙を

工夫 
Ｉ 国の様子が 

わかるコーナー 
 

 

２ 上記三つの提案を選んだのは、なぜですか。理由をまとめましょう。 

１(   ) 

（  ）の中には

記号を、枠内には

キーワードを記

入します。 

２(   ) ２(   ) 
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資料①  

日本に居住している外国人に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思うか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「人権擁護に関する世論調査」（内閣府政府広報室）を基に作成 

 

 

 

12.5

13.8

0.6

7.9

14.7

17.5

20.6

22.4

24.6

30.9

41.3

0 10 20 30 40 50

わからない

特にない

その他

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

結婚問題で周囲の反対を受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

就職・職場で不利な扱いを受けること

風習や習慣等の違いが受け入れられないこと

外国人に関する人権問題
(％) 

「人権擁護に関する世論調査」 

この調査は、全国から統計的に選ばれた数千人

の方々を対象に、調査員が訪問して面接によって

行われます。目的は、人権擁護に関する国民の意

識を把握し、今後の施策の参考とするためです。 

調査項目は、 

(1) 人権問題について 

(2) 主な人権課題に関する意識について 

(3) 人権課題の解決のための方策について 

などがあります。 
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「
早
く
し
ろ
よ
。
い
つ
ま
で
待
た
せ
る
ん
だ
！
だ
か
ら
外
人
は

使
え
な
い
ん
だ
よ
。」 

周
り
に
い
た
人
た
ち
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
く
ら
い
の
声
で
、
男

の
人
が
言
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
私
は
「
え
っ
。」
と
思
い
、
一
瞬
そ

の
場
か
ら
動
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
相
手
は
ス
ー
パ

ー
の
店
員
さ
ん
、
研
修
中
と
書
か
れ
た
名
札
を
見
て
、
中
国
の
方

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
顔
を
下
に
向
け
、
黙
っ
て
レ
ジ
を
打
ち
続

け
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
家
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
私
が
買
い
物
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
お
客
さ
ん
が
混
む
時
間
帯
で
、
レ

ジ
前
に
は
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
進
ま
な
か

っ
た
そ
の
時
、
私
の
前
に
並
ん
で
い
た
男
の
人
が
、
店
員
さ
ん
に

向
け
て
言
っ
た
の
が
、
こ
の
言
葉
で
し
た
。
店
員
さ
ん
の
顔
か
ら

は
笑
顔
が
消
え
、
た
だ
黙
々
と
レ
ジ
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
会
計

が
終
わ
る
と
、
男
の
人
は
、 

「
チ
ッ
！
時
間
の
無
駄
。
自
分
の
国
で
働
け
よ
。」 

と
舌
打
ち
を
し
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
店
員
さ
ん
は
、 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

と
頭
を
下
げ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
た
だ
そ
の
様
子
を
見
て
い
る

だ
け
で
、
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」 

と
言
わ
れ
、
私
は
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。
私
の
番
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
レ
ジ
を
打
ち
、
品
物
を
か
ご
に
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
他
の
店
員
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
一
生
懸
命
働
い

て
い
る
若
い
中
国
人
の
お
姉
さ
ん
で
す
。
何
と
な
く
表
情
は
沈

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
も
ず
っ
と
気
ま
ず
い
思
い

を
し
た
ま
ま
、
会
計
を
終
え
て
ス
ー
パ
ー
を
出
ま
し
た
。 

 

家
に
帰
り
、
店
員
さ
ん
の
顔
と
、
あ
の
男
の
人
が
言
っ
た
「
外

人
は
使
え
な
い
」
の
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
を

差
別
す
る
場
面
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持

ち
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
混
ん
で
い
て
、
あ
の
男
の
人
は
い
ら
だ

っ
て
い
て
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
店
員
さ
ん
に
怒
る
理
由

は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
の
人
だ
ろ
う
が
日
本
人
で
あ
ろ
う
が
、
同

じ
人
間
な
の
で
す
。
あ
の
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
店
員
さ
ん

は
、
も
の
す
ご
く
心
が
傷
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
言
葉
や
文
化
が

違
っ
て
い
て
も
、
差
別
を
受
け
て
「
悲
し
い
」
と
思
う
気
持
ち
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
日
本
人
は
親
切
だ
」
と
、
日
本
を
訪
れ
た
外
国
の
人
た
ち
が

言
う
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
私
も
、
日
本
人
は
心
優
し
く
、
調

和
を
大
切
に
す
る
人
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
日
常
の
中
で
の
こ
の
出
来
事
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。 

 

最
近
、
多
く
の
外
国
の
人
た
ち
が
様
々
な
場
所
で
働
い
て
い

る
の
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
々
増
え
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
外
国
の
人
と
接
す
る

機
会
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、

見
た
目
だ
け
で
判
断
し
、
さ
さ
い
な
言
葉
、
ふ
る
ま
い
で
外
国
の

人
を
傷
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
私
が
見

た
ス
ー
パ
ー
で
の
出
来
事
も
、
相
手
を
温
か
く
見
守
る
心
、
気
遣

い
の
心
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
あ
の
よ
う
な
言
葉
は
、
口
か
ら
出
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
人
と
人
と
が
関
わ
り
合
い
な
が
ら
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
優
し
さ
と
気
遣
い
が
大
切
だ
と
私
は
思

う
の
で
す
。
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
て
理
解
し
合
っ
て
こ
そ
、

よ
り
よ
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

２
０
２
０
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
日
本
。
ま

す
ま
す
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び
、
外
国
の
人
た
ち
も
た
く
さ
ん

日
本
に
や
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。「
日
本
は
世
界
一
『
人
に
優
し

い
国
』
だ
。」
と
心
か
ら
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
そ
う
私
は

願
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

誰
に
で
も
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

あ
の
出
来
事
の
後
も
、
私
は
そ
の
ス
ー
パ
ー
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
、
中
国
人
の
店
員
さ
ん
を
、
つ
い
探
し

て
し
ま
い
ま
す
。
店
員
さ
ん
は
、
あ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
レ
ジ

担
当
で
、
い
つ
も
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
違
う
の

は
、
研
修
中
の
札
が
な
く
な
り
、
笑
顔
で
あ
る
こ
と
。
先
日
、
そ

の
店
員
さ
ん
の
レ
ジ
に
並
び
ま
し
た
。 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」 

と
元
気
に
、
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
を
打
っ
て
い

る
最
中
に
、 

「
こ
れ
は
ど
こ
を
打
て
ば
い
い
ん
で
す
か
。」 

と
店
員
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、
隣
の
レ
ジ
の
担
当
の
人
が
、
優
し
く

教
え
て
い
ま
し
た
。 

「
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」 

と
、
に
こ
っ
と
笑
っ
た
店
員
さ
ん
の
表
情
は
、
と
て
も
お
だ
や
か

で
し
た
。
私
も
心
が
な
ん
だ
か
温
か
く
感
じ
ま
し
た
。
会
計
が
済

み
、 

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

と
、
と
び
き
り
の
笑
顔
に
、
私
も
笑
顔
で
店
員
さ
ん
を
見
ま
し
た
。 

「
人
に
優
し
く
し
て
い
き
た
い
、
そ
し
て
そ
の
笑
顔
が
ず
っ
と

続
き
ま
す
よ
う
に
。」
と
思
い
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
九
年
度
栃
木
県
教
育
委
員
会 

人
権
に
関
す
る
作
文 

最
優
秀
賞
作
品 

 
 

佐
野
日
本
大
学
中
等
教
育
学
校 

牧
野 

未
歩 

さ
ん 

資料② 

「
だ
れ
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
」 
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参  考 

表紙イラスト 

平成 30（2018）年度人権に関するイラスト入賞作品 

「みんなちがうけどすてきだね」 宇都宮市立清原中学校 佐藤
さとう

 吏
り

理
り

 さん 

 

【制作意図】 

自分の色は、自分で決める。他人の色を勝手に決めてはいけない。そう思ったので、イラス

トの人には、あえて色を塗りませんでした。世界から偏見や差別がなくなってほしいと願い制

作しました。 

 

 

参考文献一覧 

 

・『人権教育のためのコンパス［羅針盤］』 

第２章 人権教育のための 49 の実践的アクティビティと方法［一歩前へ進め］ 

ヨーロッパ評議会［企画］、福田 弘［訳］ 

・「人権の窓（小学６年学習資料）」 栃木県教育委員会 平成 30（2018）年６月 

・「人権の窓（中学２年学習資料）」 栃木県教育委員会 平成 30（2018）年６月 

・「人権の窓（高校１年学習資料）」 栃木県教育委員会 平成 30（2018）年６月 

・（公財）日本ユニセフ協会 抄訳（『子どもの権利条約カードブック』） 2018 年７月 

・「同和問題の解決をめざして」 栃木県 平成 24（2012）年３月 

・「人権について考える～人権って何だろう？～」 栃木県 平成 29（2017）年 10 月改訂 

・平成 26 年度法務省委託人権啓発教材「同和問題～未来に向けて～」活用の手引き 

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken96.html 

・法務省ホームページ「同和問題（部落差別）に関する正しい理解を深めましょう」 

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00127.html 

・「栃木県外国人住民数現況調査」 栃木県 平成 29（2017）年１２月 

・「人権養護に関する世論調査」 内閣府政府広報室 平成 29（2017）年１２月 

 https://survey.gov-online.go.jp/index.html 

・「平成 29 年度人権に関する作文」 栃木県教育委員会 平成 29（2017）年２月 

  最優秀作品 佐野日本大学中等教育学校 牧野 未歩 さん 

 

 

編 集 委 員               （○印は編集委員長） 

   

○  多賀 充利 栃木県教育委員会事務局河内教育事務所ふれあい学習課社会教育主事 

  福田 勝彦 栃木県教育委員会事務局上都賀教育事務所ふれあい学習課副主幹 

  添谷 元良 栃木県教育委員会事務局芳賀教育事務所ふれあい学習課副主幹 

  山口 健一 栃木県教育委員会事務局下都賀教育事務所ふれあい学習課社会教育主事 

  中山  孝志 栃木県教育委員会事務局塩谷南那須教育事務所ふれあい学習課社会教育主事 

  大森 誠 栃木県教育委員会事務局那須教育事務所ふれあい学習課社会教育主事 

  近藤 正和 栃木県教育委員会事務局安足教育事務所ふれあい学習課副主幹 

  伊東 宏隆 栃木県総合教育センター生涯学習部副主幹 

  和久 真 栃木県教育委員会事務局生涯学習課ふれあい学習担当社会教育主事        
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 「人権ワークショップ 2018」 

平成 31（2019）年３月 

編集・発行 栃木県教育委員会事務局生涯学習課 

〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 

TEL    028-623-3404   FAX  028-623-3406 

E-mail  syougai-gakusyuu@pref.tochigi.lg.jp 

 
※本資料は、下記ホームページにも掲載します。   

栃木県教育委員会/人権に関する社会教育指導資料 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m06/education/shougai/suishinjigyou/jinken-guide.html 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


